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相模原南児童ホーム通信相模原南児童ホーム通信

相模原南児童ホーム　所長　曽我 幸央
「こどもたちのマラソン大会」

ご寄付お礼
株式会社セクメット 瀬戸誠 様／フードコミュニティ 代表 中臺 ひろし 様／サンラッキー相模原店 様／日広建設株式会社 様／鈴木 由郎 様
／ニラク 海老名本郷店 様／長谷川 貴美子 様／三橋 義昭 様／上田 恵利佳 様／南区更生保護女性会 様／Medical Rainbow 様／株式会社 
三光ホーム 様／山本 隆 様／他匿名4名様

【2022年7月～9月】

熱いご支援、ありがとうございます。

会議室等のお部屋の貸し出し、親子サロン、学習支援におきまして、現在新型コロナ感染症防止の関係で、
ご利用を控えさせていただいております。再開にあたっては、ホームページ上にてお知らせ致します。
ご理解・ご協力いただけますよう、よろしくお願い致します。

お知らせ

　全国の国公私立小中学校で2021年度に30日以上欠席した不
登校の児童生徒が過去最多の約24万件以上になり、また、学校が
認知したいじめの件数も過去最多の約61万件となったという
ショッキングな報道がありました。コロナ禍で対人接触を控える必
要があったことが背景にあることが大きな要因があると分析がさ
れていました。
　コロナ禍において、様々な場所でその歪みが出ていて、施設に
入所してくるこどもたちも、この歪みとは無関係ではないことを
実感しています。
　先日、ホーム内でマラソン大会を行ないました。本来ならば、児
童福祉施設駅伝大会に参加するために子どもたちも毎日、頑張っ

会議室の
貸出について

て練習を積んできましたが、直前にホーム内で陽性児童が出てし
まったため、大会を辞退し、その代替えとしてホーム内でマラソン
大会を企画しました。
　小学生から高校生まで、必死になって最後まで諦めずに頑張っ
て走る姿に感銘を受けると共に、子どもたちと一緒に汗を流すこ
とで得られる爽快感や達成感を私自身も久しぶりに体験しまし
た。子どもたちは、大会に参加できなかった悔しさをバネに、「１月
のマラソン大会は頑張る！」と次の目標を見据えていたのが何より
も嬉しく感じました。

この度、社会福祉法人中心会が相模原市里親養育包括支援事業／
フォスタリング機関を相模原市より受託し、10月1日（土）より事業を
開始する運びとなりました。
【フォスタリング機関とは・・】
本来、フォスター（英語：Foster）は、「育てる、養育する」を意味する
単語です。ここから転じて、フォスタリング機関とは、「里親支援を行
う機関」を意味します。
【里親養育包括支援事業の目的】
里親養育に関する業務を包括的に実施することで、切れ目のない
質の高い支援を確保し、相模原市の社会的養育を必要とする子ど
もと里親が、良好な家庭的環境下において健やかに生活を送るこ
とが出来ることを目指します。

１．名称：「相模原市里親養育包括支援センター」
　（愛称：ふうせんかずら）
２．受託期間：2022年10月1日（土）～2025年3月31日（金）
３．実施場所：2022年10月1日（土）～2023年3月31日（金）は
相模原南児童ホームを拠点に活動し、2023年4月以降は相模原市
内に拠点を構え事業を行ないます。

【ふうせんかずら】
花ことば：「あなたと共に」と「あなたと飛び立ちたい」

種一粒一粒にハート型の模様がで
きるのです！
なんともかわいらしい。

さがみの里親会シンボルマークの
モチーフとして描かれています

相模原市里親養育包括支援事業／フォスタリング機関について

9月19日（月）に以下の内容の苦情を頂きました。
＜申し立て内容＞
①夜間、職員が自家用車で帰る際、車のドアをし
　める音が煩い。　（強くしめている）
②駐車場の排水溝の蓋をタイヤで踏むと「ガタ
　ン」と大きな音が鳴り煩い。

①職員全体にミーティングで周知し、指導しました。
②排水溝の蓋はボトルが緩んでいる箇所が数カ所、ボトル自体が 
　なくなっている箇所が数カ所発見されましたので業者による修
　繕を行いました。
＜申し立て人に対して事業所がおこなったこと＞
申し立て人に対して上記対策について報告し、承諾を得ました。

年間を通じ相模原市民向けに制度啓発を行っています。
①里親制度説明会：２０２３年１月２２日（日）開催
●制度について知るための入口です。分かりやすい説明があります。

場所：ユニコムプラザさがみはら　時間：１４時から１６時

②里親体験談：２０２３年３月４日（土）開催
●現在活動する里親さんから話が聞けます。

場所：相模原市児童相談所　時間：１０時から１２時

※①②とも事前の申し込みが必要です。
下記QRコードを読み取り詳細をご覧ください。

②里親体験談会①里親制度説明会

里親制度啓発

苦情報告

栄養管理係　植松

　栄養士として入社し、７ヶ月が経ちました。
入社当時は黙々と献立を作成していまし
たが、職員さんが子どもたちとの交流の
場を作っていただき、お弁当のおかず
は何が食べたいか、どんな食べ物が好
きかを聞くことが出来ました。その事を
キッカケに子どもの名前と顔が一致し、
そして私を知ってもらえるいい機会とな

りました。
　 　 また、アンケートを実施したり、職員さんや子ど
もをつかまえて、度々嗜好調査を実施しました。
　今では献立を作る際、この調理方法だと食べるの嫌がるかな？この
食材だと喜んで食べてくれるかな？この栄養素は摂ってもらいたいか
らこんな風に伝えてみようかな？と、子ども達の顔を浮かべながら献
立を作っています。
　私の名前を覚えてくれる子どもも少しずつ増え、「島岡さ～ん！今度
○○食べた～い！」っと、声を掛けてくれるのがとても嬉しいです。
　アンケートの回答の中にはジャム作りや味噌作り、梅干し作りをし
てみたいと意見があったので、ジャム作りは今年度に。味噌や梅干し
作りは来年度に是非！作りたいと思っています。（栄養管理係　島岡）

栄養管理係から子ども達にアンケートを実施しました
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